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研究分野：法学 

科研費の分科・細目：法学・基礎法学 

キーワード：自分仕置、藩法・御定書系刑法典、明清律系法典、大名支配、他領追放刑、刑事

判例集、幕藩法 

 

１．研究計画の概要 
 本研究は、平成１１年度～平成１４年度の
期間、科学研究費補助金（基盤研究（A）（１））
「データベースの構築に向けた藩法史料の
総合的研究」（課題番号１１３０２００１）
の成果を承けて、全国的に藩法史料の所在状
況の調査を続行し、採集した主要な藩法史料
について全文検索機能を付加した解読史料
の画像化の方策を目指し、検索機能を利用し
て日本近世藩法の比較研究の展開を図るだ
けでなく、近代法研究にも大陸法継受の基盤
づくりの視覚から提起を行うことを目的と
している。前回は大小２６０に及ぶ藩のうち、
３１藩の原史料と地方史刊行物の現況を報
告するとともに、盛岡・熊本・対馬・宇和島・
山口各藩のデジタルデータを入手し、藩法研
究会（中部）ホームページにアップロードし
たが、残された藩について参加者全員の努力
により史料所在の状況把握を終えるよう取
り組み、研究会を通じて重要史料と判断され
た史料のデジタルデータ取得を続行すると
ともに、前回の取り組みでは盛岡藩を除き実
現できなかった採集史料の解読作業を強化
し出版化を図りつつ、近世藩法の比較研究の
深化を目指す。 
 

２．研究の進捗状況 
（１）現在まで福岡藩・佐賀藩・徳島藩、鳥
取藩、久留米藩、秋田藩、鶴岡藩の史料調査
を行い、各藩の刑事裁判史料を収集した。収
集した史料は、名城大学内の藩法研究会ホー
ムページにアップロードし、研究会の構成員
の間で情報を共有する体制を取っている。な

お、史料画像の公開について所蔵機関の許諾
が得られるまでの間、ホームページをパスワ
ード保護している。 
（２）取得した史料のうち、対馬藩『罰責』、
舞鶴藩『刑罪筋日記抜書』については、翻刻
作業を終え、史料集の刊行に向けて校訂作業
を進めている。 
 

３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している 
（理由） 
（１）日本全国の藩刑事裁判史料の所在状況
の把握作業は、極小藩を除き概ね完了したと
考えられる。存在が確認できた史料のデジタ
ル画像取得作業も進み、本研究費補助事業に
参加する研究者の間での画像共有も実行し
ている。ただし、存在を知られているものの、
未だ現物確認ができていない史料も散見さ
れ、また調査の結果、知られていない刑事裁
判史料が発見されることも多い。 
（２）他方、取得した史料を翻刻し、デジタ
ル検索可能な形で刊行するという事業は、そ
の対象とした史料が大部であったため、現時
点で実現途上と言ったところである。しかし、
いずれも翻刻作業は山を越え、原史料を見な
がら最終的な校訂を行う作業が進行中であ
る。最終年度中の刊行助成申請に向けて準備
している。 
 

４．今後の研究の推進方策 
前述の通り、丹後田辺藩および対馬藩の刑

事裁判史料について、また、参加している研
究者の藩法研究の成果をまとめて公にする
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ことを目的に、２冊目の論文集刊行を企画し
ているところである。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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